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○夜間走行時の歩行者見え方実験○

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ △ ▲
黒 青 紫 赤 緑 黄 白 黒＋反射材

☆横断歩道上に、歩行者に見立てたマネキンなどを設置し、ドライバーからの見

え方を検証。

ドライバーが運転するテスト車は横断歩道の手前にある停止線から150ｍ離れ

た位置をスタート地点とし、マネキンなどの対象に向かって時速20㎞で走行。

テスト車のヘッドライト(ＬＥＤ)はロービームとハイビームの両方で見え方を確

かめた。

○実験結果○

☆ロービームの場合、白と暗めの黒

や青とでは約10ｍの差があったが、

いずれも横断歩道の手前まで近

づかないと認識することが難しか

った。

ハイビームの場合、遠くから認識

することはできたが、暗めの紫や

黒と明るめの黄や白を比較すると

約70ｍもの差があった。

黒＋反射材は、ヘッドライトの光が

当たり反射していたため、ロービー

ム・ハイビームともに遠くからでも

見えやすくなっていた。
ドライバーが対象を発見した時点での距離
(スタート地点は横断歩道から154ｍの距離)

・ 夜間外出時は、白色や黄色といった遠くからでも見つけられやすい服装を意

識しましょう。

・ 反射材を身につけ、ドライバーにより早く認識してもらうようにしましょう。

・ 夜間運転するドライバーは、基本はハイビームで走行し、歩行者等の存在を

早めに発見する心がけをしましょう。

ロービーム ハイビーム

▲ ２７．６ｍ ８５．６ｍ

▲ ２７．６ｍ １１１．０ｍ

▲ ２８．３ｍ ８１．３ｍ

▲ ２８．３ｍ １４２．３ｍ

▲ ２８．３ｍ １１９．０ｍ

▲ ３１．０ｍ １５１．６ｍ

△ ３７．６ｍ １５４．０ｍ

▲(反射材) ４２．６ｍ １５４．０ｍ


